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1　 は じめ に

　計算機と通信の技術を使い 遠隔地 との 会議 を支援す

る遠隔会議 シス テム に関する研究が活発に進め られて

い る 。 遠隔会議 シ ス テ ム で は、グ ラ フ ィ クス エ デ ィ タ

を複数の 人が利用 で きるように した共有黒板が重要な

役割を果たして い る 。 共有黒板は 、 事前に資料 を準備

したりせずに通常の黒板と同 じように使 うこ とが可能

で ある 。 しか し、共有黒板で使 う資料を事前に準備す

る ことによ っ て、よ り効果的に会議 を進め られ る 。 会

議 の 参加者は 、資料 を共有黒板に表示 して お き、会議

の進行に合わせ て ペ ージをめ くっ た り、資料に変更を

加え る とい うこ とが で きる 。

　共有黒板で使 う資料を事前に準備するときに 、 資料

に ボ タ ン を埋め込み 、その ボ タ ン が押 されたときに関

連す．る ペ ージ を表示 する と い う命令を割 り当て ら れ れ

ば、単に前ペ ージキ ーと次ペ ージ キーだけを使 うよ り

溘容易に目的の ペ ージ を表示するこ とがで きる 。 我々 が

開発 した遠隔会議 シ ス テ ム ConverStation／2［1】で は 、
こ の よ うなハ イパ ー

メデ ィアの機能をもつ 共有黒板を

実現 して い る 。 さらに 、こ の 応用 として 共有黒板 を指

示棒 と組合せた遠隔発表シ ス テ ム も試作 した 。 本稿で

は 、共有黒板の ハ イパ ーメデ ィア化 と指示棒との組合

せ による遠隔発表シス テ ム につ い て述べ る 。

2　 共有黒板の ハ イパ ー
メデ ィ ア 化

　converstation／2 で は 、2 台 の os ／2 で 動作す る 計

算機をISDN に よ り接続し、　ITU −T 　H ．320 の CODEC
カードに よ り動画、音声、及びその他の デ

ータ を圧縮、

転送 、及び復元 して い る 。 入出力装置 として 、ビデ オ

カ メ ラ、ヘ ッ ドセ ッ ト、ス キ ャ ナ、プ リン タ、マ ウス 、
キ ーボ ー

ド、及び手書 き入力用 の タ ブ レ ッ トを計算機

に接続する。dRrデ ィス プ レ イに は、動画と共有黒板

の ウ ィ ン ド ウ を表示する 。
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図 1・： ス ク リプ トプ ロ グ ラ ム の 実行

　ConverStation12の 共有黒板 ［2］は 、グ ラ フ ィ クス エ

デ ィ タ と し て の 機能を一通 り持 っ て い る 。つ ま り、利

用者は 、四角形や円 とい っ た図形 を作成 した り、図形

の 移動 や変形 をした り、図形の色な どの 属性を変更 し

た りで きる 。 また 、ペ
ー

ジをめ くっ た り、表示倍率を

変更 した り、
ス クロ

ー
ル した りすることも可能である 。

こ れ らの操作をある人が行 うと、会議の他の参加者の

共有黒板に も反映される 。

　我々 の共有黒板で は、任意の 図形に ス ク リプ トプ ロ

グ ラム を割 り当てる こ と力呵 能である 。 こ の ス ク リプ

トプ ロ グ ラ ム に は 、 図形の作成、移動、変形、及び属

性変更をする機能がある 。 また、ペ ージあくり、表示

倍率変更 、
ス クロ ー

ル な ども指定で きる 。

　図 1に共有黒板で の ス ク リプ トプ ロ グラム の実行 の

原理を示す 。 利用者が ス ク リプ トプ ロ グ ラ ム を割 り当

て られ て い る 図形 を ク リ ッ ク す る と、共有黒板 はその

ス ク リプ トプ ロ グ ラ ム を実行 し、「指定 され た図形に

割 り当て られ て い る ス ク リプ トプ ロ グ ラ ム の 実行」 と

い うメ ッ セ ージ を他の 参加者の 共有黒板 に 送る。こ の

メ ッ セ ージ を受け取 っ た共有黒板 は 、ス クリプ トプ ロ

グラ ム を実行す る 。 こ の ように して 、会議の 参加者は

ス ク リプ トプ ロ グ ラ ム を実行 した場合で も共有黒板で

同 じ内容を見る こ とがで きる 。

3 　 指示棒 を使 っ た遠隔発表 シス テ ム

　遠隔会議 シ ス テ ム の出力を大型デ ィス プ レ イに接続

する こ とに よ り、多 くの聴衆 に対す る遠隔発表シ ス テ
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図 2； 遠 隔発表シ ス テ ム の構成

ム と して使用す る こ とが で きる。こ の よ うな環境で 発

表者が計算機を操作す るため に は、入力装置 に工夫を

しなけれ ば ならない 。なぜ なら、説明者は 大型デ ィ ス

プ レ イの 前で 説明す るが、もしマ ウ ス や キーボード を

使うと、計算機の操作の た び に説明者 が 計算機の 前 に

移動しなければならない
。 こ れは、発表の流れを妨げ

る こ とに な る 。

　 我 々 は、大型 デ ィス プ レ イ上 で 計算機 を操作する た

め の 装置であ る指示棒 同 を開発 し、多 くの実際の 発表
で 使用 して その有用性 を確認 して い る 。 指示棒の 先端
には光学セ ン サーが 、ハ ン ドル には ス イッ チが、ハ ン

ドル の 中 に は 無線送信機があ る。指示棒の長さは、約

70　cm で ある 。 計算機の シ リア ル ポ
ー

トに は、無線受

信機を取付け る 。 我 々 は 、指示棒を使 っ て ハ イパ
ー

メ

デ ィア の 機能を使 え る よ うに 共有黒板 を拡張す る こ と

に よ り、遠隔発表 シ ス テ ム 圄 を実現 した 。

　 図 2に指示棒を使 っ た 遠 隔 発表 シ ス テ ム の 構成を示

す。 大型デ ィス プ レ イが それ ぞれ の 計算機 に 接続され、
動 画 と共 有黒 板 を表示 す る 。 発表都 墮の 動画 ウ ィ ン ド

ウ に は遠隔地の聴衆を、遠隔地側の 動画 ウ ィ ン ドウ に
’

は発表者を写す 。 発表者 は、大型デ ィス プ レ イの 脇 に

立ち指示棒を使い 共有黒板を操作する 。 発表者が指示

棒の ス イッ チ を押してい る 問、光学セ ンサ ーが 明暗 の

変化を検知し無線に よ り、 計算機 に デ
ー

タを送 る。ス

イ ッ チ を押 して い ない 間は、何 もデータ を送 らない
。 共

有黒板は 、定期的に 指示棒の ス イッ チ が押され てい る

か ど うか を確認 し、ス イ ッ チ が 押され て い る問、画面

上 の ス クリプ トプ ロ グ ラム が割り当て られ て い る図形

の 明暗を順 に 変えて い く。そ して 、指示棒 か らの デ
ー

タを調べ 、どの 図形が指 し示 され て い る かを判定 し、
その 図形 に割 り当て られて い るス ク リプ トプ ロ グ ラム

を実行す る 。

　 こ の シ ス テ ム で は、発表者は計算機の操作の た め に

大型デ ィス プ レ イの 前から移動する必要が な く、操作
が 容易で ある 。 また、聴衆 に と っ て も発表者が 大型デ ィ

ス プ レ イ上 で直接的 に操作を行うの で 、 発表者の 意図

が 理解 しや す い
。

4　 お わ りに

　我 々 が 開発 した 遠隔会議 シ ス テ ム ConverStation／2
の 共有黒板では 、図形に ス クリブ トプ ロ グ ラ ム を割り

当て る こ とが 可能である 。 利用者が ス ク リプ トプ ロ グラ

ム を割 り当て られ て い る 図形 を ク リッ ク す る と、ペ ー

ジ め くりなどの機能が実行される 。 この こ とに よ り、
共有黒板を使っ ての 説明が容易に行えるように なっ た 。

また、この応用 と し て共有黒板 を指示棒を使 っ て 使え

る よ うに した
。 その ため 、 大型デ ィ ス プ レ イを使っ た

多数の 聴衆 に対す る発表の と きに 容易に 共有黒板を操
作で きる ように な っ た。
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